
新千歳空港



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

外航受託料の引き上げ 本社にて、外航受託料の引き上げ交渉を実施。

自社グループ空港運営会社への委託料の引き上げ
本社にて、自社グループ空港運営会社の処遇改善の
原資として委託料の引き上げを実施。
R6年度の委託料金引き上げを調整中。

検査会社への委託料の見直し
本社にて、R5年度に引き続きR6年度契約料金の引き
上げを実施。

外航受託料の引き上げ
従業員の賃上げを含む処遇改善に反映できるよう外
航受託料の引き上げを行った。

受託料引き上げ
職員の処遇改善等を目途に、新規受託社と交渉し、
人件費等原価をカバーする料金を設定。また、契約
更新受託社と受託料引き上げを交渉中。

関係機関及び団体への値上げ打診 関係機関及び団体等と交渉を実施

受託料の引き上げ
実績ベースでの契約のため検査会社が持ち出しとな
る分の値上げ又は時間保証について、航空会社と交
渉し、受託料の一定の引き上げを実施。

外航受託契約条件の見直し 本社にて、最低保証条項の導入を検討中。

検査会社への委託契約条件の設定
本社にて、検査会社への委託契約に時間保証を継続
して設定。

便の大幅遅延や突然のキャンセル或いは大幅遅延に
よる深夜勤務の料金化

一部の航空会社について、勤務調整が必要になるよ
うな大幅な遅延や事前通知なしでの突然のキャンセ
ル、或いは遅延に伴う深夜作業発生時などの料金化
を実施。
また、貸し倒れなどの発生を防止するため預り保証
金（デポジット）の導入又は貿易保険などを付保。

受託契約の内容適正化
短期間での運航終了や繁閑時期による運航規模の格
差を補う契約内容について検討を開始。

【短期】
賃上げを含む処遇改善に不可欠な受託料の引き上げ

【短期】
人材確保にマイナスに働く受託契約の内容の適正化
（キャンセル料の設定 等）



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

【短期】
人材確保にマイナスに働く受託契約の内容の適正化
（キャンセル料の設定 等）

スタンバイ時間の請求

某航空会社の専用検査場において、便間の空き時間
に従業員を待機させているが、航空会社と交渉して
その時間も「スタンバイ時間」として精算対象とな
り、従業員に対価を支払うように取り決めた。

処遇の改善 ベースアップ・初任給アップ

従業員の自己成長機会の拡大
従業員の自己成長に繋がる自己研鑽に関わる学習機
会サポートであるビジネスファンダメンタルズを導
入。

労働環境と職場風土の改善

風通しのよい職場風土の実現と維持を図るため、
2023年より年間休日を16日増やし121日に変更する
等、安全を最優先を実践し、関係者の安全衛生を確
保。

2023年4月より、年間休日が16日間増えた
ことにより月10日以上の休みになり従業員
がリフレッシュできている。航空会社復便
により業務量が増え、残業増になりつつあ
るため、人員採用を加速させる

社内CS活動としてのＦＦ（Fun Fan）プロジェク
トの推進

R５．２に従業員満足度を高めるためFFプロジェク
トを立ち上げた。楽しみながらファンを増やすこと
をモットーに、働きやすい職場環境を作り、社員が
生き甲斐・働き甲斐を感じる毎日を送れるようにす
ることを目的に活動を行っている。

R5年度夏期繁忙期における処遇改善

R5年度夏期繁忙期(7～9月)において、職員処遇改善
特別措置として、残業時タクシー送迎拡大、熱中症
対策関連物品購入等について一定基準をもって実
施。

オフィスや休憩スペースの増床・リニューアル

復便、増便に伴う職員増に対応すべく、オフィスス
ペースや休憩スペースを増床。あわせて、職場環境
の改善を図るため、安全衛生の観点から改修を実
施。

組織改正のタイミングにあわせFY24に実施
予定（増床および什器等の更新）。FY25に
おいてもレイアウト見直しを検討。

【短期】
職場環境改善に向けた取組の推進



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

職場環境改善

会社内でのシステムを利用し、改善提案できるよう
にするとともに、本社管理部門の支店への訪問の機
会も増やし、現状を直接役員へ提案できるようにす
る等、風通しの良い職場環境を構築。
また、ES向上を目的とした取組みも継続実施。

職場環境改善
女性社員でも活躍できる職場環境を整備するため、
女性用の更衣室確保。

検査場内温度・湿度の改善
各検査場に、温度計、湿度計を設置して一定期間計
測し、関係機関の協力を得て検査場の環境改善を
図った。

職場環境改善

現場から検査場内が暑いとの声が多数上がっていた
ことから、検査場内の温度/湿度を一定期間計測した
結果を元に航空会社及び空港運営会社とターミナル
ビル館内の空調について調整を行った。その他軽食
を早朝でも職場で購入できるよう環境を改善すると
ともに、ウイルス除去システムを導入など感染対策
も強化した。

処遇の改善

早朝勤務可能者に対し早朝手当を新たに作り付与す
るとともに、昇任試験を実施し、昇級させることで
ベアアップへと繋げた。また、現場の全社員に対し
て昇給も実施した。

一部採用難空港における寮費無償
新規採用者については、入社後6か月間の無償貸与を
検討中、R5年10月開始予定

R5.10から開始。寮への引越し費用や入社
時に必要な法定書類などの費用がかかるた
め、半年間の無償による求職者からの反応
はあり、毎月コンスタンスに採用者を受け
入れ、8室の新規寮の借上げ増にも至っ
た。

【短期】
職場環境改善に向けた取組の推進



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

短期】
職場環境改善に向けた取組の推進

従業員の自己成長機会の拡大
従業員の自己成長およびキャリアップ意欲の促進に
寄与するべく、社内主要ポストに対する人財公募を
実施。

12～1月に掛け、公募・選考を実施し、2月
より3名を新部署に配属。

生産量ならびに生産対応状況の把握 生産対応状況を毎月把握。

生産量ならびに生産対応状況の把握
本社にて、自社グループ会社の生産対応状況を毎月
把握。

受託便業務アサインの把握
職員負担で特に責任者クラスへの業務負担集中を回
避すべく業務アサインの把握を実施。

職員数や労働時間の定点的な情報収集
職員の負担を定量的に把握し改善に繋げていくた
め、配員バランスや採用状況、労働時間の定点的な
情報収集を実施。

社内各部門における年次有給休暇の取得状
況、残業時間等を月次で集計し社内で共
有。

時間外労働時間の状況把握及び適正人員の配置
管理職ミーティング等を活用して、毎月の時間外労
働時間を把握するとともに、負担が集中しているセ
クションの増員を優先して対応。

管理職から要望があり、セクションごとに
配置する従業員を採用している、人員は順
調に増えてはいるが経験値不足は否めない
ため、教育と訓練を継続して実施。

受託便状況の調整
受託便が輻輳集中して業務の高負荷や要員不足の発
生を招かないように受託航空会社と受託便の調整(運
航時期、時間等)を実施。

正社員領域、派遣領域の見直し

復便、増便に伴う職員負担増の軽減のため、正社員
領域の見直しを実施。一部業務については、アルバ
イト・派遣社員等も活用し業務量（職員負担）を調
整。

正社員採用の不足を、一部アルバイト、派
遣社員で補充。正社員領域の見直しについ
ては検討継続。

人員計画の策定
業務管理部門と調整し、勤務形態の変更や人事異動
による人員調整、派遣会社への業務委託等により、
業務負荷とならないような人員計画を策定。

検査場における番台方式の導入提案
負担が集中している一部の担当者の負担軽減のた
め、航空会社に対して、検査場における番台方式の
導入を提案。

【短期】
職員負担の集中を回避するための正確な現状把握

【短期】
適切な業務量調整による高負荷の抑制



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

予約数に応じた検査場運用
検査員の勤務不可を抑制するため、予約数にあわせ
て検査場運用数を調整。

貨物運送量の平準化
国内貨物の需給に合わせて事前に1便あたりの貨物運
送量を制限し、アサイン本数を減らす運用を開始。

1日当たり1アサインの削減効果（日曜日限
定で実施）。
R6年度以降の実施可否は、改めて貨物需要
を精査し検討。

既卒採用の実施 第2新卒を含め、既卒採用を実施。
2024年2月入社
・既卒採用3名

カムバック制度の導入 退社後のOB・OGのカムバック運用を開始。 2024年2月入社：2名

ワークプレイス制度の実施
自社グループとしてリテンションを図るべく、働く
場所の事情に応じたグループ内転籍制度の運用を実
施。

R5.4以降 90名程度応募あり（グループ全
体）

採用活動の推進
札幌UIターン就職センター・札幌事務局に事業登
録。採用目標数は6名で、今後、札幌市就職支援協定
大学・UIターン登録企業のWeb交流会に参加予定。

年間を通じて企業説明会を開催。採用に繋
がった実績は無いが、次年度も継続運用予
定としたい。

採用活動の推進（グラハン経験者採用の強化（Uター
ン・Iターンの活用）

専門学校等に、地元に戻ってグラハンを希望するOB
の紹介を依頼した。

採用活動の強化

・採用のリソースとして、対象を大学、短大のほか
に高校にも拡大し活動し、空港合同採用HP等の機会
を積極的に活用。
・中途採用については自社HP、転職サイト等を利用
し活動。
・自社採用で不足する人員は派遣会社からも受入。

自社グループ採用情報の特設サイトを公開
空港業務の幅広さや魅力を発信し、グループ各社へ
の応募者増や委託先各社の採用機会に繋げるため、
空港業務の採用情報に特化した特設サイトを公開。

採用募集サイトにおいて、経験者に関して
別途記載項目を設けている。また、退職時
にグループ各社への再就職移行を確認。

【短期】
適切な業務量調整による高負荷の抑制

【短期】
採用活動の推進（グラハン経験者採用の強化（Uター
ン・Iターンの活用）等）



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

採用活動の推進
求人サービス（採用システム）や技術職に特化した
エージェントの利用、ジョブアンテナ北海道への登
録を行うとともに、採用ホームページ等を刷新。

採用活動の推進
認知度と興味を抱いてもらうため、空港でのイベン
トを通じて会社の業務紹介を行うとともに、OB、
OGの出身校への訪問を実施。

新千歳空港就職セミナー参加
2023年9月2日・3日に新千歳空港にて行われる就職
セミナー（空港お仕事フェスタ）に参加し、採用活
動を実施。

新千歳空港就職セミナー参加
2024年2月17日・18日に行われる就職セミナーに参
加。

https://www.new-chitose-
airport.jp/ja/spend/event/detail/job-
seminar-2024.html

リファラル採用制度の導入
採用機会や人材の確保及び入社後のミスマッチの軽
減を図るため、従業員が採用候補者を紹介する場合
のリファラル採用制度を導入。

事業所によって本制度による人材確保に可
否があるが全体的には数名の人材を確保で
きた。

空港ビルホームページの活用
空港ビルホームページに自社の採用情報等のホーム
ページを掲載。

2023年秋ごろまで掲載実施。

事業所見学
事前に弊社本社を通して、事業所の見学依頼があっ
た場合は、速やかに準備して、管理職が説明資料を
もとにアテンド。

2023年4月から４名ほど見学者が来所、２
名入社、その後１１月に１名来所され、来
春１名入社予定。

採用活動の推進
合同説明会等への参加数や有力求人媒体の掲載数を
増やし、個々の媒体のメリットを活かした積極的な
採用を実施。

入社準備金の新設
新規採用者の入社時の移転費用の負担軽減を目的と
して、入社準備金を支給する制度を新設した。

求人媒体に大きく見出しに載せ、寮費用の
半年無償化との相乗効果で遠方からの応募
者を中心に応募数は増傾向に至った。

【短期】
採用活動の推進（グラハン経験者採用の強化（Uター
ン・Iターンの活用）等）



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

係員の訓練時間の適正化
本社にて、受託にかかる訓練時間の短縮余地の精査
を実施。

教育期間の短縮
新規航空会社の受託に当たっての教育は実践に即し
た短縮した教育で実施。また、既存の教育体制での
期間短縮等の検討を開始。

教育期間の短縮
訓練頻度の少ないPB、防除雪氷作業等の訓練を共同
で行うことによって、訓練時間を短縮。

需要回復の見込みに対する人員計画作成
教育に時間を要する為、需要回復に先行して、中途
採用や派遣社員を積極的に採用。

昨年から今年にかけて38名の増員が出来て
いる、順調に従業員を採用をしているが業
務量も増加しているため、更なる人員確保
に務める。

支援体制の構築
受託便集中による繁忙への対応として、管理部門か
ら現場業務を支援する体制を構築。

空港間の応援派遣
需要回復に対応するため、空港単体でのリソースで
対応が難しい場合には、他空港からの応援者を派遣
することでリソース不足を解消。

本社による調整を踏まえ、グループ全体で
応援派遣を実施し、不足を解消。

検査員の空港間支援の実施
急激な複便により業務過多になっている空港や傷病
者発生の空港に対し、他空港から検査員を一定期間
支援させ、現地検査員の勤務緩和を行っている。

検査員の分母が大きい主要空港から人員不
足の問題を抱える地方空港へ常時支援者を
排出している。

業務支援の実施
冬季運航期間を想定し人員を増員配置している新千
歳から、需要拡大及び追加定期便の設定により人員
不足が生じている空港に対し、業務支援を実施。

空港間における業務支援の実施
生産量、生産対応状況を踏まえ、自社グループ空港
運営会社からの業務応援派遣を実施。

R4年度より継続。R5.4以降、最大100名/
月 実施

【短期】
教育期間の短縮に向けた工夫（実践技術に特化した訓練
等）

【短期】
需要回復の進捗状況に応じた、限られたリソースの集中
的な投入

【短期】
需要回復の進捗状況に応じた、限られたリソースの集中
的な投入



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

教育実施期間の明確化
独り立ちするまでの明確化されたカリキュラムを教
官と共に実施することで、OJT社員の知識・技量の向
上を支援。

キャリア採用
入社時に弊社必要資格を取得してる場合、或いは25
歳以上で空港経験が3年以上あり、入社後1年以内に
ワンマン給油従事者資格取得の場合は特別昇級実施

２０２４年２月時点で５名昇級あり

適材適所の見極め

年1回の自己申告制度を導入し、社員の将来的に進み
たい道への選択肢の枠を広げた。
現場での適材適所を見極め、支社内だけでも異動を
行うことで責任者ポストへの昇進に取り組んだ。

管理職などの希望者も多く、それをもとに
ステップアップを図れた者が増え、支社内
でも適材適所の異動に取り組むことで、能
力のある者が次の役職等へのステップアッ
プを図れた。

グループ内異動の公募の実施
空港横断的な配置によるキャリア形成を支援すべ
く、空港部門内でのグループ会社間異動の公募を実
施。

R6.4より公募合格者の配置を実施予定（8
名程度）

自己申告表制度を活用し個人面談を実施。
年1回の自己申告表を従業員に記載してもらい、申告
表に基づき個人面談を実施して、適材適所にあった
育成を実施する。

キャリアパスの提示等
ホームページにキャリアパスを掲示している。
入社教育・階層別研修などの研修機会にキャリアパ
スの説明を開始した。

A320型機の給油ワンマン化（フューエラー給油）
安定した脚立を購入（固定式でランプ）し、常駐使
用し、ワンマン化の推進準備（弊社他空港を参考）

作業の効率化、新規エアライン給油受託

保安・施設警備とのマルチプレーヤーの育成

今後の人材不足を踏まえ、補充が必要となった現場
での早期補填が可能となるよう他業務の経験者の育
成を図り、どの業務にも精通できる人材を育成（1人
あたりの生産性の向上）

段階的に適性のある人材の入れ替えを行
い、保安業務も施設業務もどちらも対応で
きる人材が増えつつある。

貸与品の改善
より快適な制服（ポロシャツ）やヘルメット、タブ
レット使用も可能な高機能手袋の購入。
個人のニーズを踏まえた貸与ルールへの改善。

R6年度より配備予定

【中期】
長期に誇りを持って勤められるキャリアパスの整備

【中期】
ハード・ソフトの両面からの職場環境改善の推進



【実施主体：個社】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

処遇改善を前提とした生産計画 公休増、有休取得増を前提とした生産計画を実施。
R6年度よりグループ空港会社全体で公休＋
6日として計画。

処遇改善を前提とした生産計画 公休増、有休取得増を見据えて採用数を増加。

公休数：現行＋6日（116日）で計画策定
有休増：昨年度平均＋4日で計画策定
※採用パンフレットへも掲載し採用数増を
目指す。

人員を増員・教育

人員を増やすことで個人にかかる負担を軽減させる
ことができるセクションには人員配置を実施、経験
値が必要なセクションに関しては事故や怪我や不具
合事例を学び、次のステップにつなげる人材育成を
実施する

社内諸制度の変更

社員が納得のいく職掌選択ができる環境を整え、転
勤を理由に退職する社員の減少を図る。
多様な社員ニーズに対応する「働き方」を提供し、
満足度の高い職場環境の実現のため制度変更の社内
展開を行う。

ランプ業務の負担軽減のための検討
手荷物搭載業務の負担軽減のためパワースーツの導
入等の検討を開始した。

社員会・FFプロジェクトを中心とした職場勤務改善
の推進
※ＦＦ（Fun Fan）プロジェクト：従業員満足度を
高めるための活動

社員会・FFプロジェクトを通じてハード・ソフトの
両面から職場環境の改善に努めている。

【中期】
特定技能制度の積極的な活用

特定技能による人材確保策の検討
特定技能による人材確保策について検討を開始し
た。

【中期】
ハード・ソフトの両面からの職場環境改善の推進



【実施主体：空港会社等】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

従業員駐車場拡張

空港関係各事業所に需要調査を行ったところ約350台
の利用希望があり、2023年度に既存従業員駐車場に
て約200台、2024年度に駐車場の拡張整備にて約200
台の増枠を予定。
また、2023年10月に駐車場と空港を結ぶシャトルバ
ス乗降場移転整備を実施した。

2023年9～11月で約100台の駐車枠の増加
を実施した（2023年12月～2024年3月に更
に約100台増加を予定。）

運航状況一覧の定期提供（就航予定の事前把握と早
期調整の促進）

WGの開催ごとに更新した受入状況を提示。各ハンド
リング会社の現状、課題をWG全体で共有し、早期解
決に向けた対策を検討。

スポット・カウンターアサイン調整

ハンドリング事業者の地上支援業務や、カウンター
作業の負担軽減のため、スポットやカウンターアサ
インの際に、同じまたは近隣のスポット（カウン
ター）に調整することで、作業員の移動等を減少さ
せ、作業の効率性を高める。

保安検査混雑状況の調査・改善検討

各空港の出発旅客の空港到着から出発までの流れに
ついて実態調査を行い、各施設（チェックインカウ
ンター、保安検査場等）の適正な所要規模・時間の
基準値を設け、保安検査場の混雑解消に向けた検
討・改善を実施。

官民双方の関係者で現在の課題と要因につ
いて共通認識を行い、個々では対応困難な
取組に対し関係者が協力して対応すべく出
入国体制強化計画を策定した
また、2024年2月春節繁忙期に、チェック
インカウンター、保安検査場、手荷物受取
場それぞれにおける待ち時間を測定した

従業員通勤バスの運行

実証実験として、特に需要の高い早朝時間帯の従業
員通勤バス運行を開始予定。（期間は2024年3月1日
～20日を予定）
実験の結果を基に、今後の運行を検討。

【短期】
空港の知名度を生かした採用活動

新千歳空港従業員採用HP
空港に特化した求人情報を集約し、Web上での認知
拡大が図れ、恒常的に求職者の誘引が促進。新たな
採用に繋げる。

R5.4～12月間で169件の応募実績があった

【短期】
空港内の労働環境の改善



【実施主体：空港会社等】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

新千歳空港お仕事フェスタ(上期)
新千歳空港ポルトムホールにて、新千歳空港地上支
援業務対策WGの構成員を中心とした就職セミナーを
開催。

多数の来港がある「空の日」と同時開催と
したことにより、2日間で185名が参加され
た

新千歳空港合同職場見学会の開催
空港業界に興味のある学生を対象に制限区域・保安
検査場・バックオフィス・チェックインカウンター
の見学会を実施

50名が参加され、空港業務について深く
知ってもらう機会となった

新千歳空港お仕事フェスタ(下期)

新千歳空港ポルトムホールにて、出入国体制強化WG
の構成員を中心とした就職セミナーを開催。
就職活動が解禁される３月の直前に行うことで、応
募数増加を目指す。

２日間計で107名（速報値）が来場された

【短期】
マルチタスクを担うことができる空港人材の育成に向け
た研修

定期的な空港WGによる早期課題解決
空港WGを毎月（繁忙期を除く）開催し、各ハンドリ
ング会社等の現状、課題をWG全体で共有し、早期解
決に向けた対策を検討。

R5.5、R5.6、R5.7、R5.9、R5.11、R5.12に
開催
(R6.1以降は出入国体制強化WGとして開
催)

出入国体制強化WGの設置

FAST TRAVEL推進WGと地上支援業務対策WGの統
合により、空港が抱えている課題を官民双方の関係
者間で横断的に共通認識をする。
また、出入国体制強化計画（WG構成員からヒアリン
グの基、策定）に基づき、個々では対応困難な取組
について予算要求も含めて関係者間が協力して対応
予定。

R6.1に開催

【中期】
GSE車両の共用化・共有化の推進

【短期】
空港WGの活用推進

【短期】
空港の知名度を生かした採用活動



【実施主体：空港会社等】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

【中期】
男女比の極端な偏りの解消に向けた取組推進（「旅客は
女性」等のイメージの払拭、更衣室等の施設整備等）



【実施主体：地方自治体】
新千歳空港

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

【短期】
地元グラハン会社・検査会社とのコミュニケーション強
化

事業者等との意見交換の実施

空港ＷＧへの参画を通じ事業者や、国等と定期的に
意見交換を実施するとともに、各事業者と個別に意
見交換を実施することで、人材確保の状況や課題な
どを把握。

道の雇用・移住施策と連携した取組の実施
道主催の企業説明会や移住フェア等の開催を事業者
に周知するとともに、空港WG主催の就職説明会にお
いて、道の移住支援施策等を発信。

オンラインセミナーの開催
移住担当課と連携して、移住希望者や空港業務に関
心のある層を対象に、空港業務の内容ややりがいな
どを説明するオンラインセミナーを開催。

モデル事業の構築

若年層を対象に、空港を支える業務を体験できる航
空教室等を開催し、認知度向上や職業観形成のため
のモデル事業を構築するとともに、地域や関係事業
者等にフィードバックする。

【短期】
空港業務支援も誘致支援の一部と位置付けた上での関係
部局（観光、産業振興 等）と連携した支援の実施

新千歳空港国際化推進協議会における人材確保への
支援

官民連携の新千歳空港国際化推進協議会において、
空港WG主催の就職説明会の広報事業を行うなど、人
材確保に向けた取組を支援。

【短期】
空港WGの活用推進

空港WGが実施する取組への周知協力
空港ＷＧ主催の就職説明会や、同WGが開設した採用
HPの周知に協力（道HPへの掲載、SNSでの情報発
信、道内外の関連施設におけるチラシ配架など）。

【中期】
地方経済を支える空港業務の担い手が真に求めている支
援措置の検討

【中期】
特定技能の在留資格を有する外国人が地域に馴染むため
の環境整備

外国人労働者採用支援セミナー実施
事業者向けに外国人労働者の活用や受け入れ準備、
採用方法等を開設するセミナーを開催。

令和5年度実施済（R5.8、R5.10）

【短期】
空港業務は地域の雇用を支える地場産業であるという観
点から、部局横断的な連携の下での取組の実施



【実施主体：国】

項目 具体的取組事例 取組内容 備考（効果等）

【短期】
各地の空港におけるベストプラクティスの横展開

各地の空港におけるベストプラクティスの横展開
新千歳空港地上支援業務対策WGにおいて、各空港に
おけるベストプラクティス等を紹介。

新千歳空港お仕事フェスタ等への参画

新千歳空港ではこれまで下記の通り合同の職場見学
会等を開催。新卒学生、既卒者等を対象に、グラハ
ン等従業員の採用拡大、離職率の低下、業界の認知
度拡大を目的に新千歳空港を取り巻く状況などにつ
いて講演するとともに、報道機関への説明等を実施
するなど、職場の紹介や採用情報の発信、人材確保
に向けた宣伝活動を実施。
・2023年2月25日、26日開催「空港お仕事フェスタ
in新千歳空港（千歳空港地上支援業務対策WG主
催）」
・2023年9月2日、3日開催「空港お仕事フェスタin
新千歳空港（〃）」空の日イベントと同時開催
・2024年1月13日開催「空港職場見学会in新千歳空
港（〃）」
・2024年2月17日18日開催「空港お仕事フェスタin
新千歳空港第３弾（出入国体制強化WG主催）」

空の日イベントに合わせた空港業務の紹介・情報発
信

空港事務所が主催して実施している「空の日」イベ
ント（2023年9月2日、3日開催）の実施に合わせ
て、新千歳空港地上支援対策WGが主催する「空港お
仕事フェスタin新千歳空港」を実施。来場者の対象
を絞らず幅広い年齢層の方に空港業務のPRを実施。
空港事務所においても、国の航空保安業務の紹介を
目的に事務所職員にて「航空保安大学校」のブース
を設置して学校案内を実施。

【短期】
地域の意欲的な取組への積極的な協力
（空港説明会への参画等）



【短期】
地域の意欲的な取組への積極的な協力
（空港説明会への参画等）

航空地上支援業務普及啓発事業委託業務への周知協
力

北海道にて実施している「航空地上支援業務普及啓
発事業委託業務」（地域の若年層に対し、空港を支
える人材についての様々な職種の役割や意義を認識
させ職業としての認知度の向上を図る）の一環とし
て、空港事務所の主催する「空の日」イベント内で
の航空教室等に活用してもらうため空港内の各事業
者へ周知を行った。

空港内事業者への個別ヒアリング
空港業務を持続可能で業務効率化するための進め方
について個別ヒアリングを実施し関係者へ共有。

国際線ターミナルビルCIQエリアのwi-fi環境の充実

国際線ターミナルビルCIQエリアのwi-fiの利用環境
を充実させるため、空港運営会社と共にCIQ官署へ
協力を依頼し、空港運営会社にてwi-fiアクセスポイ
ントを設置した。

【短期】
各主体による取組の重要性の発信

「ありがとう」ポスターの共有周知等

・事務所内全職員に対し、所内会議及び課内ミー
ティングなどを活用し、その重要性を説明しながら
実施の協力依頼及び庁舎内各所に掲示。
・各関係事業所の取組みの参考となるよう空港WG構
成員に対し「航空局職員の感謝の気持ちを表す取り
組み」として紹介。

新千歳空港地上支援業務対策WG構成員に対する取り
組みの重要性の説明及び協力要請

新千歳空港地上支援業務対策WGに参画し、取り組み
の重要性や具体的な対応策について、新千歳空港の
状況に即した説明、解説し、人材不足等の解決に向
けた対策について、共有周知。

新千歳空港地上支援業務対策WGへの保安検査会社等
の参画調整

保安検査場の検査員不足の課題等も含めてWGにて対
応の検討、情報共有を行う必要性があることから、
空港運営会社と共に保安検査会社等へWG参画を調
整。2023年6月20日にWG内に保安検査部会を新たに
設置。

「新千歳空港FAST TRAVEL推進WG」と「地上支援
業務対策WG」の統合

「新千歳空港FAST TRAVEL推進WG」と「地上支援
業務対策WG」については、2024年１月から「新千
歳空港 出入国体制強化WG」に統合して、新千歳空
港として対応すべき諸課題等に対し、官民双方の関
係者で横断的に取り組むこととした。

【短期】
生産性向上・業務効率化の実現に向けた取組支援

【短期】
空港WGの活用推進



【短期】
空港WGの活用推進

新千歳空港 出入国体制強化WGへの参画調整

これまでWGに参画していなかった、グランドハンド
リング会社等７社に対して参画を調整。また、これ
までオブザーバーの位置づけだった地方自治体（千
歳市・苫小牧市）も構成員となった。

【中期】
空港DXの導入促進に向けた実証実験

他空港の導入事例等の横展開

空港運営会社と連携し、新千歳空港地上支援業務対
策WGにおいて、航空局HPに掲載されているベスト
プラクティス等の他空港事例について横展開を行っ
た。

【中期】
更なる支援措置等の検討

地方空港等受入環境整備事業費補助金制度の活用推
進

空港運営会社とも連携し、航空・空港関係者の人材
確保・育成等、生産性向上に資する取組や国際線の
受入環境高度化の推進に係る補助事業を事業者に紹
介するなど、補助金制度の活用を推進した。


